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1．はじめに
　英国における教区parishは、本来は国教会の末端組織であるが、16世紀以降、特に救貧法に基づく貧
民救済の実施単位となることによって、世俗の行政組織としての役割をも担うことになった。本件研究
は、18世紀前半から中葉にかけてのイングランドにおける教区行政の機能および歴史的意義を、治安判
事justice　of　the　peaceの権限および活動との関係から教区行政を分析することを通して、解明しよう
と試みたものである1。
　治安判事は、各州の首席治安判事でもある統監らの意向を踏まえた大法官によって州ごとに任命され、
各州において授権された司法的任務および行政的任務を担当した2。治安判事は、各州の四季裁判所ない
し治安裁判所quarter　sessiQns，　general　sessionsと呼ばれる裁判所において裁判を行い、また監獄の
管理運営や道路・橋の修理等の行政的任務を遂行した。他方、治安判事は、特に日常的な行政的任務に
対処するために、四季裁判所以外で活動することが不可欠であったが、治安判事は、議会制定法上2名
以上での活動を義務づけられていることが多いため、州内の各地域単位で（多くは州の下位の行政単位
であるハンドレッドごとに）集合してその任務を果たすことが必要であった。こうした目的のために、
18世紀には、公道管理のためのhighway　sessionsや、酒類販売の許可・監督のためのbrewster　sessions
などの特別小治安裁判所が設置された。また、救貧行政や、貧民監督官overseer　of　the　poorや公道監
督官surveyor　of　highwaysの任命等のより広汎な任務を行うために小治安裁判所petty　sessionsが設
置された。さらに、治安判事は、18世紀には、単独の資格で様々な司法的任務および行政的任務を行う
ことを認められていた。
　治安判事は、小治安裁判所として活動する際に、特に教区行政と密接な関連をもった。その主な接点
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1本件研究成果の一部は、拙稿「単独治安判事と和解による紛争解決」『法律論叢』78巻1号（2005年7月）、71－101
頁、および拙稿「バクニー小治安裁判所と教区行政」『法律論叢』78巻6号（2006年3月刊行予定）において発表し
た。
2以下、上掲拙稿「単独治安判事と和解による紛争解決」第3章（2）を参照。
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は、治安官や公道監督官や貧民監督官等の教区行政担当者の任命・監督や、教区の主要な行政任務であ
った治安・秩序維持と貧民救済と公道維持管理とに関わる措置ないし命令であった3。本稿では、18世紀
中葉の教区行政担当者の権限と、これらの教区行政担当者に対して治安判事が有した権限とについて、
治安判事必携書と称される治安判事の業務の解説書を手掛かりにして検討し、この時期の教区行政の機
能とその歴史的意義にっいて考察する。以下では、まず主な教区行政担当者と、これらの教区行政担当
者と治安判事との関係にっいて、18世紀のある教区における実例をもとに概観し（第2章）、その上で教
区行政担当者の権限と、教区行政担当者に対して治安判事が有した権限について、治安判事必携書の挙
げる内容を分析し、両者の関係にっいて考察する（第3章）。最後に結論として、主な教区行政担当者の
うち教会委員、治安官、貧民監督官はいずれも、広義の治安・秩序維持に関わる任務を担当し、その点
において治安判事の任務遂行と関連性をもっていたことなど、教区行政担当者と治安判事がその任務内
容と任命・監督権限の両面において、密接な関係を有していたことを指摘する（第4章）。
2．教区行政と治安判事の関係
　教区における主な行政担当者として、教会委員churchwarden、治安官petty　constable、公道監督官、
貧民監督官の4つを挙げることができる4。これらの教区行政担当者と治安判事の関係は、例えば、ミド
ルセクス州バクニー小治安裁判所では、上記4つの行政担当者のうち治安官、公道監督官、貧民監督宮
の3つ、およびこれに加えて十人官長headboroughと酒類検査官ale　cornersが治安判事による任命・
監督の対象となっていた5。18世紀のミドルセクス州では、治安官および十人官長は教区会が任命し小治
安裁判所の面前で就任宣誓をするのが一般的であったが、本件研究において考察の対象としたセント・
ジョン・バクニー教区ではリート裁判所が存続しており、古来の原則通りにリート裁判所が選出する治
安官および十人官長が小治安裁判所の面前で就任宣誓していた。また、同教区では、貧民監督官にっい
ては、教区会が提出した名簿から小治安裁判所が指名して任命していた。公道監督官についても治安判
事が任命していた。バクニー小治安裁判所は、このような仕方で、教区行政担当者を任命し、あるいは
監督・統制することによって、教区行政と密接な関連を有していた。また、バクニー小治安裁判所は、
救貧行政に関連して、教区住民の召喚と定住権の確認、定住権の審理と移送、徒弟契約、貧民救済、扶
養義務者に対する措置、非嫡出子の親に対する措置、浮浪者の処遇を、また公道維持に関してその監督
を、その任務としていた6。こうした貧民救済と公道維持に関しても、教区の行政担当者と治安判事は、
協働してその任務を遂行していた。以上のように、教区の行政担当者の任命・監督と、貧民救済および
公道管理という教区の主要な行政任務に関して、教区行政担当者と治安判事は密接な関係を有しながら
その職務を遂行していたということができる。
3上掲拙稿「バクニー小治安裁判所と教区行政」は、ミドルセクス州のバクニー小治安裁判所が、セント・ジョン・
バクニー教区および近隣の教区の教区行政に密接に関与していたことを、同裁判所の記録をもとに明らかにしている。
4　S．and　B．　Webb，　ThθParish　∂nd　thθ　County，　English　Loca！　Go　vernmθn　t，　vol．1，　1906　（rep．1963），　P．14．
5以下、上掲拙稿「バクニー小治安裁判所と教区行政j第3章参照。
6上掲拙稿、第5章（2）参照。
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3．教区行政担当者とその権限
以下では、主要な教区行政担当者である教会委員、治安官、貧民監督官、公道監督官について、それ
それの権限と、教区行政担当者と治安判事との関係とを、18世紀前半に刊行されたネルソンWilliam
NelsonおよびバーンRichard　Burnの2つの治安判事必携書7を主な手掛かりとしながら明らかにする。
（1）教会委員churchwarden
教会委員とは、主に教会の維持管理および秩序維持に関わる、教会における古来の役職者である。教
会委員の選出方法およびその主な職務は、次の通りである8。
（a）　教会委員の選任方法
教会委員は、毎年イースターの週に、教区の聖職者と教区民の共同の合意に基づいて選出される。両
者が合意できないときは、教区の聖職者が1名、教区民が1名を選出する。ただし、当該教区に異なる
慣習が存在する場合は、当該慣習に従う。教会委員に選出された者が就任および宣誓を拒絶するときは、
破門される。就任宣誓を受けることを拒絶する教会裁判官は、職務執行令状によって強制される。選任
された教会委員は、教会の財産に関わる訴訟および教会委員に対する侵害訴訟に関して、コモン・ロー
上の法人として扱われる。
（b）　教会委員の職務
（i）教会財産の維持管理および課税
教会委員は、教会のために用いられる財産の維持管理を行う9。また、教会委員は、教会の修繕など教
7本稿において考察の対象とする治安判事必携書は、William　Nelson，　Thθ・Offj’ce　andAuthori　ty　ofa　Justice　ofPe∂oθ，
2vols，1736（明治大学図書館蔵）、およびRichard　Burn，　The　Justice　of　the　Peace　and　Parish　Officer，2vols．，
1755（マイクロフィッシュ版、香川大学附属図書館蔵）である。Nelsonは、法廷弁護士barristerおよび治安判事
であり、サセクス州の治安裁判所の議長を長年にわたって務めた人物である。Nelsonは、地位の低い者が治安判事
に任命されることによって生じる、治安判事授権書の遂行に関わる質の低下に関心を持っており、当時の治安判事に
ついて、「この治安判事の裁判所は、かってクック卿が述べたところによれば、『王国の静穏のための従属的統治機構
の形態であり、適切に執行されたならば、キリスト教世界において類例のない優れたものである』が、現在では、適
切でない人々が混和しており、そのため芝居の演目と喜劇の冗談の対象になってしまった。」（Sir　Thomas　Skyrme，
Uistory　of　theノ露亡ノoθof　the　Peace，　vol．2，1991，　pp．75－76．）と評したとされる。こうした現状に対する危機
意識から、Nelsonは必携書を執筆したと推測することができる。　Burnの治安判事必携書は、最も著名かつ当時の治
安判事に最も大きな影響力を与えたとされる必携書であるξBurnの治安判事必携書は、記述が包括的であり、自ら
が遂行すべき雑多な職務にっいての明確かつ完全な手引書を求めていた、18世紀および19世紀の治安判事の必要性
を満たしていた。Burnの必携書の権威の高さは、例えば次の事件におけるBurnの必携書の評価に表れている。すな
わち、1789年に、狩猟法に違反して銃を使用した男に単独治安判事が有罪決定した事件が王座裁判所に提起された。
王座裁判所裁判官は、有罪決定の正式記録には、当該犯罪の十分な証拠が見いだせないとの意見であったが、これが
Burnのマニュアルに定められた範例に従ったものであったため、王座裁判所裁判官は、当該有罪決定をコモン・ロ
ー上有効であると判断した（Rv．　Thompson　2　TR　24，　cited　in　ibidi。また、　Burnの必携書の影響力の大きさは、
アメリカ合衆国で刊行された治安判事必携書において、Burnの必携書の抜粋が収録されている例があることからも
わかる（e．g．　The　Comp／ete　Jus　tice　of　the」Peace．　con　tai’ning　ex　tracts　from　Burn　’s／bsticθ　andothe「　」’ustici∂「y
ρroductions，　The　vhole　altered　and　madg　conformab！θ　to　the　laVS　∂nd　manners　of　ad加inis　tering　J’US　tice，
ρ∂rtゴ0α1∂r1アゴηオ」らθst∂オθofハtev　Ua砺pshゴre，∂ηゴ8θηθ1「∂1／7ゴ〃the　O亡ゐθr　of　the〃｝7ゴ亡θゴ5オヨ亡θ5」comρri5ゴ1187ゐθ
prao　tfce，∂〃酌orゴ砺and　duty　of　J’ustices　of　the　pe∂cθ，　wi　th　forms　andprecedents　rela　ting　there　to，1806）。
8　Nelson，　oP．　cit．，　PP．174－178；　Burn，　oP．　cit．，　vo1．1，　PP．182－191．
9不動産権については、教会委員の名前で保有することができないため、教会委員が（自ら保有していないものにっい
て）コモン・ロー上の訴訟を遂行することはできないとされるが、教会委員がひとたび占有したものについては、教
会委員は侵害訴訟等を提起することによって、教会のために損害賠償を請求することができると解される。Nelson，
op．　cit．，　pp．175．
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会財産の維持管理のために、教区会vestryにおける過半数の合意を得て課税を行う。
　コモン・ロー上、教会の土地および自由土地保有権は、教区主任牧師に属し、教会の主要部分の使用
は、教区民の共有に属し、教会の座席の管理は、教会裁治権者に属する1°。それゆえ、教会委員の職務は、
教会施設のうち、教区民の共有に属する、教会の主要部分の修繕等を、教区民の費用負担によって行う
ことである。教会委員は、教区民の同意を得て、教会の建物、器具ないし庭に何らかの新しい物を建設
ないし付加することができる。教会施設の修繕が必要な場合に、教区民の過半数の者が教区会において
合意したときは、合意しなかった少数の者に対して費用負担を強制することができる。また、修繕が必
要であるにもかかわらず教区民の過半数が同意しない場合に、教区民が教区会に参集することを拒絶し
ているか、あるいは教区会において課税を否決したときには、教会委員は教区民の同意なしに修繕を行
うことができる。
　教会委員は、教会民の財産が盗まれあるいは侵害された場合にその回復を行うことを職務とする。自
由土地保有権に属する物すなわち教会境内の壁・窓・扉・樹木等が破壊ないし切断された場合には、教
会委員ではなく教区主任司祭または教区主任牧師が訴えを提起する。また、教会委員は、教会の財産を
教区民の同意なしに売却ないし処分することはできない。
　教会委員は、教会内に大判聖書、共通祈祷書、説教書、石製の洗礼盤、カバー付の上質な聖餐台、十
戒その他の章句板、読書台、説教壇、慈善箱が教区の費用で備えられるように取りはからう。教会委員
は、鐘楼の鍵を保管し、教区主任司祭または教会委員が認める正当な理由なしに鐘が鳴らないように取
りはからう。教会委員は、登録簿を保管するための3つの鍵付きの箱を用意しなければならない。3っの
鍵のうち2つを教会委員が保管し、もう1っを教区主任司祭が保管する。毎日曜日に、前週に行われた
全ての洗礼・婚姻・埋葬について教区主任司祭に登録させ、全てのページに（教区主任司祭とともに）
署名する。さらに毎年3月25日から1カ月以内に、前年の登録簿の写しを、同様に署名して、司教に送
付する。教会委員は、教区の費用で、教区主任司祭の助言と指示に従って、聖餐用のパンおよびワイン
を用意する。教会委員は、聖職が空席の間聖職録を管理する。
　（ii）教会内の秩序維持
　教会委員は、日曜日および祝日に教区民が教会の礼拝に参加するように監督し、欠席者の氏名を教会
裁治権者に通知し、欠席者から12ペンスの動産を没収する（5＆6Edward　VI，　c．4）。もし教区民が酒
場等で発見されたならば、当該教区民は3シリング4ペンスを、酒場主は10シリングを没収される（1Jac
I，c．5）。教会委員は、日曜日に不法な娯楽を行う者に対して3シリング4ペンスの罰金を科することが
できる（1Car．1，　c．　1）。教会委員は、日曜日に世俗の職業に従事する者に対して罰金を科することがで
きる（29Car．　II，　c．7）。教会委員は、主の日を冒涜する者に対する令状を執行し、治安判事の令状に基
づいて12シリングの没収を科すことができる（1Eliz　I，　c．2）。
　教会委員は、教会内および教会境内において、芝居、祝宴、宴会、飲酒、世俗の裁判、陪審審理、そ
の他神聖を汚す行為がなされないようにしなければならない。また、教会委員は、怠惰な者が礼拝ない
［o@Burn，　op．　cit．，　vo1．1，　P．185．
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し説教中に教会境内ないし教会玄関に留まらないようにさせ、彼らを退去させるか教会内に入れるかし
なければならない。
　教会委員は、肉食禁止日に肉を食べたものに対して罰金を科する（5Eliz　I，　c．5）。
　聖職者等が妨害disturbanceされた場合には、教会委員は妨害者を拘束し、彼らを治安判事の面前に
出頭させる。聖職者が妨害され〔、四季裁判所において有罪決定が行われ〕た場合には、保釈なしの3
ヶ月間の投獄が科される。教会または礼拝堂において妨害された場合、または教師が虐待された場合に
は、教会委員は40ポンドの出廷保証を正式誓約する2名の保証人を確保させなければならず、それがな
されない場合には次回の四季裁判所まで勾留することができる。さらに〔四季裁判所において〕有罪決
定が行われた場合には、20ポンドを没収する（6Edward　VI，　c．4）。
　教会ないし教会境内における口論の場合、俗人の口論のときは、教会委員は教会への出入を停止させ
ることができる。聖職者の口論のときは、教会委員は聖務を停止させることができる。しかし相手を殴
打する目的で武器を携帯していた場合には、当事者は治安裁判所において陪審、自白、または2名の証
人の宣誓によって有罪決定され、その上で片方の耳の耳そぎ刑（または両耳がないときには頬にF字の
焼き印）が科される（5and　6　Edward　VI，　c．4）。
　教会委員（または貧民監督官）は、月1回以上共通祈祷書を朗読しない聖職者に対して5ポンドの罰
金を科する（13and　14　Charles　II，　c．4）。教会委員は、見知らぬ者に説教をさせてはならず、許可証
を提示した資格のある者に説教をさせなければならない。教会委員は、説教者に氏名・説教日・許可を
与えた司教名を専用の記録簿に記帳させなければならない。
　教会委員は、不法な秘密集会に参加する者に対して罰金を科することができる（22Car．　II，　c．1）。教
会委員は、毎年1回、20ポンドの罰金付で治安裁判所に出廷し、毎月教会を欠席している国教忌避者
recusantsを告発し、彼らの9歳以上の子供の氏名および年齢と、彼らの雇人の氏名とを報告する。もし
告発された当事者が正式起訴され有罪宣告された場合は、教会委員は、四季裁判所の治安判事の令状に
より、国教忌避者の動産から徴収される40シリングの報酬を得る（3Jac，　c．4）。教会委員は、破門さ
れた者を教会に立ち入らせないようにする。教会委員は、自殺した者または破門されたまま死亡した者
が、司教の特別の許可なしに教会または教会境内において埋葬されることのないようにする。教会委員
は、教区主任司祭の証明書に基づいて、羊毛布を用いずに埋葬した者の有罪決定について治安判事に通
知する（30Charles　II，　c．3）。
　（iii）教区内の治安・秩序維持
　教会委員は、職務上の貧民監督官となる（43Eliz．1，　c．2，　s．1）。教会委員（または治安官）は、無
許可で酒場を営業する者に罰金を科する（3Charles　I，　c．3）。教会委員は、常習飲酒・酩酊および蒸留
酒の呼び売りにかかる罰金を受領する（4James　I，　c．5，21　James　I，　c．7（酩酊者について），9George
II，　c．23（蒸留酒の呼び売りについて））。教会委員（または治安官）は、常習飲酒させている者に罰金
を科す（lJames　I，　c．9）。教会委員（または貧民監督官）は、不正な秤量で穀物を販売する者に対して
罰金を科する（22Charles　II，　c．8）。教会委員は、バターとチーズに関する罰金を受領する（13＆14
一67一
44巻第2口　2006　3月
Charles　II，　c26）。教会委員および貧民監督官は、輸入され没収され屠殺された家畜を貧民に分配する
（32Charles　II，　c．2）。教会委員（または貧民監督官）は、度量衡に関する罰金を科する（16　Charles
I，c．19，22Charles　II，　c．8）。教会委員は、無許可の行商人を治安判事の面前に勾引する（9＆10William
III，　c．27）。教会委員（または貧民監督官）は、貧民のために徴収した金銭のなかから州税を治安官長
に支払う（12George　II，　c．29）。教会委員は、過失により家屋を焼失させた雇人に対する罰金を受領す
る（6Anne，　c．　31）。教会委員は、雪中で野ウサギを追跡する行為（およびその他狩猟に関する行為）に
ついての罰金を受領する（1James　I，　c．27）。教会委員は、治安官およびその他住民と共同で、犯罪者
を監獄または懲治院に送致するための費用の査定を行う（3James　I，　c．10，13＆14　Charles　II，　c．12）。
教会委員は、治安官および公道監督官と共同で、新任の公道監督官を選出しかつ復命する（3WilliamIII，
c．12）。
　（c）小括
　上述の通り、教会委員は、教区の聖職者および教区民によって、教区民のなかから選出される。教会
委員の職務は、教会財産の維持管理および課税、教会内の秩序維持、教区内の治安・秩序維持の3つに
大別される。このうち、第1の教会財産の維持管理およびそのために行われる課税に関する事項は、カ
ノン法に規定されており、もっぱら教会内部に関わる問題であると考えることができる。これに対して、
第2の教会内の秩序維持に関する事項は、世俗の議会制定法に規定されており、秩序違反者を治安判事
の面前に勾引して処罰を委ねるかたちがしばしばとられている。また、第3の教会内の治安・秩序維持
に関わる事項は、飲酒・度量衡・浮浪・貧民・犯罪者等に関わる事柄について、治安官や貧民監督官な
どの世俗の教区行政担当者としばしば協働して行われている。これらの第2および第3の事項について
は、純粋に教会内部にかかわる任務であるというよりも、世俗の教区共同体の治安・秩序の維持にもか
かわる任務であると解することができる。教会委員は、後述するその他の教区行政担当者と異なって、
任命および任務遂行に関して直接に治安判事の指揮・監督を受けているわけではないが、教会委員は、
これらの任務の遂行に関して、その他の教区行政担当者と同様に、治安判事の行政・司法上の権限を背
景にしながら、教区共同体の治安・秩序維持の一翼を担っていたということができる。
　（2）　治安官petty　constable
　治安官は、教区内における浮浪者の取締、労働能力のない者の救済や、児童の徒弟など、教区内にお
ける秩序維持や労働者に関わる事項をその任務とする、教区の行政担当者である11。治安官の選出方法お
よびその主な職務は、次の通りである12。
　（a）　治安官の選任方法
　治安官の選任は、リート裁判所において行われる場合と、治安判事によって行われる場合とがある。
　リート裁判所において選任が行われる場合は、当該リート裁判所の慣習に従って、執事steward自身
11Webb，　oP．　cit，　PP．26－27．
［2@Nelson，　oP．　cit．，PP．213－238，　Burn，　op．　cit．，　vol．1，　PP．216－226．
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による指名あるいはリート裁判所の大陪審の推挙によって治安官を選任する。リート裁判所において選
任が行われる場合には、治安判事は選任を行うことができない。リート裁判所において選任が行われな
い場合には、治安判事は、村vil1ごとに治安官を選任する。
　（b）　治安官の職務
　治安官の職務は、平和の保護者conservatorとしての職務と、治安判事の下僚としての職務とに大別
される。
　全ての治安官は、コモン・ロー上平和の保護者となる。それゆえ、ある者が治安官の面前で他人に暴
行若しくは脅迫した場合、または他人を殺害若しくは殴打若しくは傷害した場合、または憤激して平和
を破壊するに至った場合、治安官は、治安判事の令状なしに、この者を当面の間さらし台に繋ぐかまた
はその他の方法で確実に拘禁し、その後、この者を治安半」事の面前に勾引し、平和についての保証を提
供するまで監獄に拘禁する13。
　治安官は治安判事の固有の下僚であり、治安判事の令状を執行する義務があると常に解されている。
それゆえ、議会制定法が治安判事に対して、令状に基づいて犯罪者を有罪決定し刑罰を科す権限を認め
ている場合、当該令状に令状の名宛人や令状の執行者を明記していない場合であっても、治安官は当該
令状の適正な執行者であり、不履行の場合には正式起訴されうる。
　治安官の具体的な職務の内容は非常に広範にわたっている。その主なものは次の通りである。（D治安
官の面前で脅迫、暴行その他平和を侵害する行為が行われた場合に、治安官は、治安判事の令状なしに
被疑者を治安判事の面前に勾引する。（2）無許可で酒場を経営する者および分量を偽って酒類を販売する
者に対して、治安官は20シリングの罰金を科する。常習飲酒している者に対して、治安官は、治安判事
の令状に基づいて10シリングの罰金を科する。（3）武装して騎乗している者または武装して周辺住民の
脅威となっている者について、治安官は、武装解除させなければならない。（4）共有の橋梁が腐朽し、誰
が修理すべきか明らかではない場合には、治安官は、教区内の最も有能な2名の住民とともに、課税査
定を行わなければならない。（5）治安官は、関税を納めていない物品を捜索する者を、その要請に基づい
て援助しなければならない。（6）治安官は、鹿盗みにっいて治安判事により有罪決定された者から、20ポ
ンドを没収する。（7）治安官は、2名の治安判事の令状に基づいて、無資格で犬または網を保有している
疑いのある者の家屋を捜索する。（8）治安官は、物品税収税官が夜間に酒場に立入る場合に立会いをしな
ければならない。（9）治安官は、職務上当然に、重罪人を捕らえなければならず、そのために住民の援助
を求めなけれぱならない。（10）治安官は、一定以上に細かい目の網で漁労をし、沿岸部における魚の飼
育を妨げる者に対して、1名の治安判事の令状に基づいて、10シリングの罰金を科さなければならない。
（11）治安官は、治安判事と協力して、暴力的不動産占有侵害の除去に努めなければならない。（12）治安
官は、月1回不法な遊戯具を保有している家屋を捜索し、その主人および参加者から、再度参加しない
ことの保証をとらなければならない。（13）治安官は、毎年復活祭の週の火曜日および水曜日に住民を集
13ﾆ罪行為が治安官の面前以外で行われた場合には、治安判事の令状が必要であり、当該犯罪は治安裁判所において
立証されなければならないとされる。
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合させ、次年度の公道監督官2名を選出する。（14）治安官は、暴れている馬を捕らえようとしている人
を援助しなければならない。（15）治安官は、通告に基づいて叫喚追跡をしなければならない。（16）治安
官は、毎年ミクルマスの四季裁判所において、陪審員資格を有する者の名簿を作成する。（17）治安官は、
労働者を必要とする者の求めに従って、職人を農場における労働に就かせることができる。（18）治安官
は、統監等により定められた民兵のための費用を徴収しなければならない。（19）治安官は、伝染病にか
かっている者をその住居内に隔離しなければならない。（20）治安官は、カトリックの国教忌避者の氏名
を、四季裁判所に報告しなければならない。（2D治安官は、治安判事の令状に基づいて、犯罪者の所有
する動産を、費用負担のために売却しなければならない。（22）治安官は、職務上当然に、全ての騒擾を
鎮圧しなけれぱならない。（23）治安官は、物乞い、ごろっき、浮浪者を抑止すべく努力しなければなら
ない。（24）治安官は、主の日にダンス、狩猟等不法な遊戯をする者に対して罰金を科さなければならな
い。（25）治安官は、一定の時期に夜警団を組織しなければならない。
　このように、治安官が遂行すべき職務は多岐雑多なものであるが、治安官の職務は、治安官が独立に
遂行するものと、治安官が治安判事の下僚として遂行するものとのいずれも、教区内の治安・秩序維持
に関わる任務であった。また、治安官の任命は、上述のように、リート裁判所または治安判事によって
行われていたが、本件研究において考察の対象としたセント・ジョン・バクニー教区のように、リート
裁判所において治安官の任命が行われる場合にも治安判事（小治安裁判所）の面前において治安官の就
任宣誓が行われ、かつ治安官の職務遂行に対する治安判事による監督が行われていたことから、治安官
に対する治安判事の指揮・統制が明確に存していたということができる。
　（3）　公道監督官surveyor　of　h　ighways
　公道の維持管理については、治安判事が特別小治安裁判所を開廷し、この特別小治安裁判所が、各教
区から選出される公道監督官を監督・統制する（3William　III，c．12，　s．9，11）。この特別小治安裁判所
は、毎年1月3日に、またはそれから15日以内に開廷する。公道監督官の選出方法およびその主な職務
は、次の通りである14。
　（a）　公道監督官の選任方法
　毎年12月26日（同日が日曜日である場合は27日）に、治安官、教会委員、公道監督官および各々の
教区の住民が集合し、教区住民のうち一定額以上の土地・保有不動産・相続不動産の保有者または占有
者の名簿を作成する（3William　III，　c．12，　s．3）。この名簿を公道維持管理のための上述の特別小治安
裁判所に復命する。治安判事は、当該名簿のなかから、彼らの裁量により、当該教区の面積に応じて1
ないし数名の者を、その年度の公道監督官に任命する。
　（b）　公道監督官の職務
　公道監督官は、就任から14日以内に、またその後4カ月ごとに（あるいは2名の治安判事の令状によ
り、必要とされる時期に）、全ての公道の状況を調査し、公道の状態および修理が必要な箇所について、
14@Nelson，　oP．　cit．，　PP．425－459，　Burn，　oP．　cit．，　vo1．1，　PP．507－541．
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当該地区の小治安裁判所に報告する。公道監督官は、修理が必要な箇所について、教区民に作業を割り
振り、修理のための資材を手配し、修理作業を遂行させる義務を負う。
　このように、公道監督官は、各教区の住民のなかから治安判事により選出され、また公道監督官が職
務として遂行すべき公道の修理にっいても、小治安裁判所の監督・統制のもとに行われていた。
　（4）　貧民監督官overseers　of　the　poor
　貧民監督官は、1597年法および1601年法（39Elizabeth　I，　c。3，43　Elizabeth　I，　c．2）により設置
された役職であり、当該教区における貧民救済全般を担当する教区の行政担当者である。貧民監督官の
選出方法およびその主な職務は次の通りである15。
　（a）　貧民監督官の選任方法
　貧民監督官は、2名の治安判事によって任命される。上述の1597年法および1601年法によれば、各教
区の教会委員および2ないし4名の有力な自家保有者が、毎年、2名以上の治安判事によって、貧民監督
官に任命される。
　（b）　貧民監督官の職務
　貧民監督官は、2名の治安判事の命令に基づいて、貧民を救済しまたは就労させ、または徒弟に出し、
そのために必要な課税を行う。貧民監督官は治安判事に対して会計の責任を負う。
　このように、貧民監督官は、公道監督官と同様に、各教区の住民のなかから治安判事により選出され、
治安判事の命令に基づいて貧民の処遇を行っていた。この点において、貧民監督官の職務遂行は、治安
判事の監督・統制のもとに行われていたということができる。
4．　おわりに
　本件研究においては、18世紀前半から中葉にかけてのイングランドにおける教区行政の機能および歴
史的意義を、治安判事justice　of　the　peaceの権限および活動との関係から解明することを試みた。教
区行政担当者の職務は、公道監督官が教区内の公道の維持管理を任務としていたことを別とすれば、教
会委員、治安官、貧民監督官のいずれの任務も、広義の治安・秩序の維持に関わるものであり、その点
において治安判事の任務遂行と密接な関連をもっていたということができる。また、教区行政担当者と
治安判事の関係についても、貧民監督官と公道監督官は、治安判事によって直接に任命・監督・統制さ
れており、治安官も、実質的に治安判事によって任命されており、かっ治安判事と協働して、また治安
判事の下僚として、担当地域内の治安・秩序の維持にあたっていた。教会委員は、一面においては教会
の世話人としての性質を有し、治安判事との関係は希薄であるが、他方で教会内および教区内の治安・
秩序維持の役割も果たしており、この点において治安判事の任務と密接な関連を有し、その他の教区行
政担当者と同様に、治安判事の行政・司法上の権限を背景にしながら、教区共同体の治安・秩序維持の
15@Nelson，　oP．　cit．，　PP．49－80，　Burn，　op．　cit．，　vo1．2，　PP．186－273．
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一翼を担っていたということができる。
　さらに、教区行政と治安判事の任務の関係について、治安判事の側からみるならば、次のように指摘
することができる16。バクニー小治安裁判所の例では、当該小治安裁判所は、ヘンリ・ノリスらバクニー
教区に居住する治安判事を中心的なメンバーとして構成されていた。小治安裁判所は、教区行政担当者
の任命および監督、教区内の貧民の処遇、酒場営業規制を主な任務としていたが、これらの任務は、い
ずれも教区行政に深く関わる問題であった。こうした問題にっいて、教区内に居住しかつ社会的威信を
もつ治安判事が小治安裁判所を通じて教区行政に関わる問題を処理することによって、安定的な教区行
政に資することになったと考えることができる。
　同様に、この時期の治安判事は、単独の資格で、治安官・十人組長の承認及び監督、貧民・浮浪者の
処遇、窃盗や暴行事件など軽罪事件の処理に関わる任務を遂行していた17。このうち単独治安判事が扱っ
た軽罪事件は、その大半を占めるのは家族間ないし近隣間の紛争解決が中心であり、かつこうした紛争
解決においては、四季裁判所における訴訟手続に委ねたり、鞭打ちや罰金刑を科したりするのでは必ず
しもなく、当事者間の合意を取り付けて紛争を解決していた点が特徴的であった。ここでも、治安判事
が、教区共同体の秩序・治安維持ないし紛争状態の解消に積極的に関わっていたということができる。
（こむう　てるひさ）
［6上掲拙稿「バクニー小治安裁判所と教区行政」第6章参照。
聖7上掲拙稿「単独治安判事と和解による紛争解決」第6章参照。
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